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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高　　　　　　　　　（千円） 25,820,620 29,053,534 37,777,902

経常利益　　　　　　　　（千円） 764,734 858,192 967,415

四半期（当期）純利益   （千円） 434,810 591,562 472,967

四半期包括利益又は包括利益

　　　　　　　　　　　　（千円）
428,770 613,298 682,107

純資産額　　　　　　　　（千円） 15,029,480 15,716,875 15,282,707

総資産額　　　　　　　　（千円） 36,378,686 39,255,524 37,374,040

１株当たり四半期（当期）純利益金

額　　　　　　　　　　　　

（円）　　　　　　　　　　

13.12 17.86 14.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　　　　（円）
－ － －

自己資本比率　　　　　　　（％） 41.1 40.0 40.7

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）　　　　　　　　　　
8.19 10.28

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社植木組(E00179)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済対策や日銀の金融緩和策により円安、株

　高基調となり、個人消費や企業業績が回復したことから景気回復が持続する動きとなりました。　

　 　一方、当社グループの中核である建設産業においては、企業の好調な業績を背景として民間設備投資が順調

　　に推移し、消費税増税前の駆け込み需要や政府の経済対策による公共投資の下支えにより受注環境、収益環境

　　は引き続き改善する傾向にありました。

　  　しかしながら、資機材・技能労働者不足の影響により工期延長が増加し、コスト増が懸念されています。　

　 　このような経営環境の中、当社グループは、市場の変化に鋭敏に対応し、受注物件を精査し、鋭意事業活動

　　を展開してまいりました結果、特に建築部門の受注、売上高が好調だったことにより、当第３四半期連結累計

　　期間の売上高は、290億53百万円（前年同期比12.5％増）となりました。

　 　 　損益面につきましては、受注及び売上高の増加と生産性向上を目標とした原価低減を徹底したことにより、経

　　　常利益は、8億58百万円（前年同期比12.2％増）、四半期純利益5億91百万円(前年同期比36.1％増)と大幅な増加

　　　となりました。

     　セグメントの業績は、次のとおりです。

（建設事業）

　　建設事業におきましては、受注の増加と施工の順調な進捗等により、売上高は243億23百万円（前年同期比

　5.4％増）となり、セグメント利益は4億37百万円（前年同期比28.7％増）となりました。　

　　なお、建設事業では、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半

　期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高

　が多くなるといった季節的変動があります。

（不動産事業）

   不動産事業におきましては、マンション販売事業の売上増加等により、売上高は29億32百万円（前年同期比

　206.5％増）、セグメント利益は3億3百万円（前年同期比98.5％増）と大幅な増加となりました。

（建材製造販売事業）

　　建材製造販売事業におきましては、販売量の増加により、売上高は5億2百万円（前年同期比8.0％増）とな　

　り、セグメント利益は1億60百万円（前年同期比5.1％減）となりました。

（その他）

　　その他の事業におきましては、ソフト開発事業の売上高の減少により、売上高は12億95百万円（前年同期比

　2.4％減）となり、セグメント利益は63百万円（前年同期比46.1％減）となりました。

  

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題について重要

な　

　変更および新たに生じた課題はありません。

　

(3)研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、6百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　普通株式 137,000,000

計 137,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,367,644 34,367,644
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 34,367,644 34,367,644 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日　
－ 34,367,644 － 5,315,671 － 5,359,413

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,245,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   32,891,000 32,891 －

単元未満株式 普通株式      231,644 － －

発行済株式総数 34,367,644 － －

総株主の議決権 － 32,891 －

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社　植木組
新潟県柏崎市新橋

２番８号
1,245,000 － 1,245,000 3.62

計 － 1,245,000 － 1,245,000 3.62

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の所有自己株式数は1,251,000株であります。
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２【役員の状況】

   該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,710,735 4,918,151

受取手形・完成工事未収入金等
※2 11,269,961 ※2 9,838,656

販売用不動産 457,295 427,147

商品 3,372 3,416

未成工事支出金等 3,479,908 5,770,859

材料貯蔵品 71,681 73,401

その他 1,105,276 1,548,951

貸倒引当金 △9,351 △7,910

流動資産合計 21,088,879 22,572,674

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,526,786 5,000,369

土地 7,894,189 7,996,716

その他（純額） 1,235,057 1,028,008

有形固定資産合計 13,656,033 14,025,094

無形固定資産 126,361 107,419

投資その他の資産

その他 2,611,211 2,656,559

貸倒引当金 △108,446 △106,223

投資その他の資産合計 2,502,765 2,550,335

固定資産合計 16,285,160 16,682,850

資産合計 37,374,040 39,255,524
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等
※2 7,858,996 9,199,666

短期借入金 5,535,476 3,427,176

未払法人税等 406,275 369,093

未成工事受入金 1,315,671 3,478,243

引当金

賞与引当金 412,656 119,980

役員賞与引当金 15,992 －

完成工事補償引当金 39,972 41,487

工事損失引当金 58,608 75,111

その他 719,056 678,721

流動負債合計 16,362,705 17,389,480

固定負債

長期借入金 1,348,414 1,911,332

引当金

退職給付引当金 1,973,513 1,882,560

役員退職慰労引当金 416,723 430,517

債務保証損失引当金 186,415 170,463

資産除去債務 8,630 8,714

その他 1,794,930 1,745,580

固定負債合計 5,728,627 6,149,168

負債合計 22,091,333 23,538,648

純資産の部

株主資本

資本金 5,315,671 5,315,671

資本剰余金 5,359,413 5,359,413

利益剰余金 4,833,581 5,292,421

自己株式 △156,810 △158,959

株主資本合計 15,351,855 15,808,546

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 158,935 182,995

土地再評価差額金 △303,583 △303,369

その他の包括利益累計額合計 △144,648 △120,374

少数株主持分 75,500 28,703

純資産合計 15,282,707 15,716,875

負債純資産合計 37,374,040 39,255,524
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高
※ 25,820,620 ※ 29,053,534

売上原価 22,887,775 26,012,383

売上総利益 2,932,845 3,041,151

販売費及び一般管理費 2,190,352 2,209,304

営業利益 742,492 831,847

営業外収益

受取利息 1,021 1,144

受取配当金 27,430 32,543

受取手数料 3,500 5,900

その他 37,681 31,736

営業外収益合計 69,633 71,324

営業外費用

支払利息 46,387 44,779

その他 1,003 200

営業外費用合計 47,391 44,979

経常利益 764,734 858,192

特別利益

固定資産売却益 1,939 4,424

投資有価証券売却益 800 6,176

負ののれん発生益 － 22,973

特別利益合計 2,739 33,573

特別損失

固定資産除却損 215 375

投資有価証券評価損 16,180 1,199

投資有価証券売却損 － 32

その他 0 －

特別損失合計 16,395 1,607

税金等調整前四半期純利益 751,078 890,157

法人税等 313,901 300,919

少数株主損益調整前四半期純利益 437,177 589,238

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,366 △2,323

四半期純利益 434,810 591,562
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 437,177 589,238

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,406 24,059

その他の包括利益合計 △8,406 24,059

四半期包括利益 428,770 613,298

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 426,403 615,622

少数株主に係る四半期包括利益 2,366 △2,323
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　 　該当事項はありません。

　

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）　

　 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

㈱ホテル小柳 133,080千円 ㈱ホテル小柳 122,127千円

㈱平間環境 53,335 ㈱平間環境 48,336

計 186,415 計 170,463

　　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）　

受取手形 　15,075千円 3,077千円　

支払手形　 400　　　 －

　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

※　　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半

期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高

に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 426,404千円 419,687千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 132,522 4.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 132,507 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業
不動産事
業

建材製造販
売事業

計

売上高 　        

外部顧客への

売上高
23,071,206 956,852 465,132 24,493,191 1,327,429 25,820,620 － 25,820,620

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

480,807 59,595 10,233 550,636 83,593 634,229 △634,229 －

計 23,552,014 1,016,447 475,366 25,043,828 1,411,022 26,454,850 △634,229 25,820,620

セグメント利益 339,755 152,843 169,577 662,176 117,427 779,603 △37,110 742,492

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェアの開発及び販

売、有料老人ホームの運営、ゴルフ場の運営、産業廃棄物処理施設の賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△37,110千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業
不動産事
業

建材製造販
売事業

計

売上高 　        

外部顧客への

売上高
24,323,180 2,932,292 502,292 27,757,765 1,295,768 29,053,534 － 29,053,534

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

717,118 63,082 9,020 789,221 83,630 872,851 △872,851 －

計 25,040,298 2,995,375 511,313 28,546,987 1,379,399 29,926,386 △872,851 29,053,534

セグメント利益 437,311 303,447 160,852 901,611 63,282 964,893 △133,045 831,847

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェアの開発及び販

売、有料老人ホームの運営、ゴルフ場の運営、産業廃棄物処理施設の賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△133,045千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益 13円12銭 17円86銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益                   （千円） 434,810 591,562

普通株主に帰属しない金額       （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益     （千円） 434,810 591,562

普通株式の期中平均株式数       （千株） 33,129 33,123

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

 該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月７日

株式会社　植　木　組

取 締 役 会　御 中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　直樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　　誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社植木
組の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２５年１０月１
日から平成２５年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年１２月３１日ま
で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書
及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社植木組及び連結子会社の平成２５年１２月３１日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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